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大垣市金生山化石館 

化石館だより 
 

  コラム       金生山の藍銅鉱と孔雀石  

 

 金生山の北西部には金生山で最も高い更紗山（２１７m）がありました。この付近は大理石の宝庫で、

「本更紗」「紅孔雀」「縁取寒水」「もみぢ石」など多種多彩な石種が採掘され利用されていました。更紗

山の石灰岩は貫入した玄武岩によって熱変成を受け大理石化しているのですが、この地区の石灰岩に見

られる亀裂には、ときに濃い青色や緑色の鉱物結晶が付着していることがあります。 

左写真で美しく濃い青色を示す部分は「藍銅鉱」

そして緑色の部分が「孔雀石」の結晶です。これら

の鉱物は共に銅の二次鉱物で、鉱物図鑑によると藍

銅鉱は Cu2(CO3)2(OH)2 であり、孔雀石は Cu2CO3(OH)2 

と、分子構造が良く似ており、ともに銅の鉱床の酸

化帯に出ると説明されています。銅を含んだ熱水が

地下深くから上昇してきて、地表近くで炭酸と作用

し合い、鮮やかな青や緑の鉱物が生まれたのです。

この美しい鉱物は、粉末にされた後、粒度によって

選別され、膠でといて日本画の顔料に用いられます。

いわゆる岩絵の具の一つですが、化学合成の顔料では表現できない独特の色合いが珍重され、特に藍銅

鉱は非常に高価で希少価値をもっているそうです。藍銅鉱は風化するとより安定な孔雀石に変化してい

きます。孔雀石はブロンズ像などに生じる緑青と同じものです。 

 

 昭和２４年５月、金生山化石館の礎となった熊野敏夫は、赤坂石灰岩

の内で通称「二つべり」といわれる場所から「群青石」（藍銅鉱）を発

見しています。熊野は化石採集中に偶然この石を発見したそうです。こ

の石は、当時東京大学におられた永井瑋一郎博士によって、日本で唯一

の天然群青であると確認されました。その標本はビンに入れられ、熊野

の手によるラベルが貼り付けられて金生山化石館に保存されています。

発見時の産状については記録されていません。ビンの中の群青石は混じ

り気のない美しい群青色の単体です。金にも匹敵する価値があったとい

われますが、どのような状態で産したのかについて是非知りたいところ

です。しかし残念なことに「二つべり」は既に採掘が終了しており、現



在ではなんの痕跡も残っていません。また金生山における「群青石」の発見はこれが唯一であり、この

他には岩の割れ目に僅かに付着する藍銅鉱や孔雀石を見かける程度です。 

 赤坂石灰岩から、銅の二次鉱物である藍銅鉱や孔雀石が産

するということは、赤坂石灰岩の近くに銅の鉱床があるはず

です。調べてみるとやはりありました。赤坂石灰岩の西側に

分布する、砂岩、頁岩、チャートから成る梅谷層という中生

代の地層との境界部に坑道跡が残されているのです。いつの

頃に採掘されたのかは分かりませんが、「金堀場」という古い

字名も残されています。また、辺り一面に鉱滓も散乱してい

ますので、この近くで銅の採掘や精錬がなされたことは確か

です。金生山化石館には、ここから採掘されたとされる銅の

鉱石が展示してあります。 

 

 かつて金生山の周辺には古墳がたくさん残されていました。既に潰されてしまったものも多々ありま

すが、岐阜県最大の前方後円墳である昼飯大塚古墳をはじめ、米糠山古墳、遊塚古墳、長塚古墳など名

のある古墳も数多く存在します。金生山のある赤坂や昼飯地区は、古代における交通の要所であり、金

生山の山頂からは赤鉄鉱やベンガラが採れました。金生山の東側は壬申の乱の頃、湯沐邑として有名な

安八磨郡が存在した場所です。金生山の銅がいつ頃採掘されていたのか分かりませんが、この時代にま

で遡れるのなら、金属精錬に関係していた一族の存在が窺えます。金生山より８㎞ほど南西には金山彦

を祀る美濃一の宮「南宮大社」があります。その手前の十六町では銅鐸が出土しています。一連のこと

をつないで考えていくと、古代史の世界にも興味が湧いてきますね。 

 

 

◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆     お 知 ら せ    ◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆ 

 

展示解説や体験活動を準備しています 

 

  金生山化石館では、主に団体利用の方々を対象に、館長やボランティアスタッフによる展示の解説

サービスをしています。また、「レプリカ作り」「アクセサリー作り」「フズリナの標本つくり」など、様々

な体験メニューも準備しています。団体でのご利用の際には是非ご利用ください。なお、準備の都合上

事前に電話またはメールで予約を入れてください。 

また個人利用の場合でも、担当者の都合が付けば受け付けますのでご確認ください。 

 

 

 

     問い合わせ： 大垣市金生山化石館  電話 （0584）71-0950 （ファックスも同じ） 

 Email   kasekikan@vanilla.ocn.ne.jp 

銅鉱石（粒状に銅の結晶が見られます） 
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